
○農地利用最適化推進委員の推薦状況（最終公表：令和５年１１月３０日現在）

１．推薦の状況

1

島原雲仙農
業協同組合
国見支店
（支店長　松
本竜也）

- - -
相互扶助の精神のもとに農
家の営農と生活を守り高め
より良い社会を築くこと

678 正組合員 永野　政光 養蜂業 67 男 無 国見町

2

島原雲仙農
業協同組合
国見支店
（支店長　松
本竜也）

- - -
相互扶助の精神のもとに農
家の営農と生活を守り高め
より良い社会を築くこと

678 正組合員 村里　英憲 農業 70 男 無 国見町

3

島原雲仙農
業協同組合
国見支店
（支店長　松
本竜也）

- - -
相互扶助の精神のもとに農
家の営農と生活を守り高め
より良い社会を築くこと

678 正組合員 宮原　靖昌 農業 56 男 無 国見町

4

島原雲仙農
業協同組合
国見支店
（支店長　松
本竜也）

- - -
相互扶助の精神のもとに農
家の営農と生活を守り高め
より良い社会を築くこと

678 正組合員 前田　武 農業 64 男 無 国見町

5

島原雲仙農
業協同組合
国見支店
（支店長　松
本竜也）

- - -
相互扶助の精神のもとに農
家の営農と生活を守り高め
より良い社会を築くこと

678 正組合員 上田　泰秀 農業 65 男 無 国見町

昭和62年3月　就農現在に至る（就農36年）
平成27年4月　神代農地中間管理事業役員就
任現在に至る

①施設園芸・露地野
菜及び水稲
②田100a、畑90ａ
③なし
④3人

推薦の理由 氏名 職業
年
齢

性
別

経歴

これまでの職歴、農業経験等から地域の信任を得ている

野﨑組　昭和56年4月～平成26年6月
平成13年4月　上古賀自治会会長就任
平成15年3月　上古賀自治会会長退任
神代地区資源保全活動組織
平成24年4月～令和4年まで副代表
令和5年4月～代表
前田養蜂　平成26年7月～令和5年現在に至る

①水稲
②田30a、畑30ａ
③なし
④2人

　これまでの職歴・農業経験等から地域の信任を得ている。
また、地域農業や農家情報に精通しており、担い手への農
地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会業務
に貢献できると考える。

昭和51年4月　国見町役場入庁
平成30年3月　雲仙市役所定年退職
平成30年4月　楠高自治会会長就任
令和2年3月　楠高自治会会長退任
令和3年8月　農地利用最適化推進委員就任現
在に至る
平成6年1月　農業経営継承

①果樹
②田6a、畑9ａ、樹園地
118ａ
③なし
④2人

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

氏名または
団体・法人名
（代表者名）

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等
の構成
員数

構成員の資
格・要件

　　農業経営の状況
①作目営農類型
② 経営耕地面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農業委員
への推薦・
応募の有

無

担当地区
名

これまでの職歴等から地域の信任を得ている

昭和46年4月　南高農協入組
昭和49年6月　南高農協退職
昭和49年7月　長崎県職入庁
平成25年3月　長崎県職退職
農業

①水稲、露地野菜
②田12a
③なし
④1人

認定農業者として、農地・利用集積・集約化について自ら規
模拡大を実践し精力的に活動している。

平成1年4月　就農現在に至る　就農34年
平成25年　認定農家連絡協議会会長　6年
令和1年　雲仙市認定農家連絡協議会会長　2
年
令和3年10月　農地利用最適化推進委員　現在
に至る

①苺
②75a
③なし
④3人

これまでの職歴、農業経験等から地域の信任を得ている
認定農業者として、農地の利用集積・集約化について自ら規
模拡大を実践し精力的に活動している。



推薦の理由 氏名 職業
年
齢

性
別

経歴

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

氏名または
団体・法人名
（代表者名）

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等
の構成
員数

構成員の資
格・要件

　　農業経営の状況
①作目営農類型
② 経営耕地面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農業委員
への推薦・
応募の有

無

担当地区
名

6

島原雲仙農
業協同組合
国見支店
（支店長　松
本竜也）

- - -
相互扶助の精神のもとに農
家の営農と生活を守り高め
より良い社会を築くこと

678 正組合員 吉田　勝 農業 43 男 無 国見町

7
樫沢　道明
他3名

- - - - - - 小田　清吾 農業 60 男 無

瑞穂町西
郷地区
（甲・乙・
丙・庚）

8
西岩戸自治
会（会長　北
川秋広）

- - - - 54世帯 - 樫澤　公昭 農業 69 男 無

瑞穂町西
郷地区
（丁・戊・
己・辛）

9
林田　守史
他4名

- - - - - - 前田　和徳 農業 68 男 無

瑞穂町大
正地区
（伊福甲・
乙）

10

長崎県指導
農業士会（吉
田良一）

柿田秋子他1
名

- - - 後継者の育成指導 267
県知事より
任命

水元　直子 農業 56 女 無

瑞穂町大
正地区
（伊福甲・
乙）

11

夏峰自治会
（会長　尾崎
正彦）
ほか４自治
会

- - - - - - 佐藤　修 農業 70 男 無

瑞穂町大
正地区
（古部甲・
乙）

　認定農家であり後継者と一緒に営農をしている中で、将来
が期待できる。

昭和60年　　就農（果樹栽培）現在に至る〈就農
歴38年〉
令和3年8月　農地利用最適化推進委員就任
現在に至る

①果樹
②田25a、樹園地100a
③なし
④３人

認定農業者であり後継者と一緒に営農をしている中で、将来
が期待できるため。

昭和60年就農養豚業に従事　現在に至る〈就農
歴36年〉

令和  3年8月  農地利用最適化推進委員就任
現在に至る

①養豚業
②畑70a
③800頭
④２人

これまでの職歴、農業経験等から地域の信任を得ている

平成14年4月　就農（就農歴22年）
令和4年8月　推進委員就任現在に至る

①露地野菜及び施設
野菜
②田70a、畑190ａ
③なし
④4人

指導農業士として、後継者育成に尽力されている。

H元年4月～Ｈ4・3月　不二幼稚園勤務（教諭）
Ｈ14～Ｈ17　中央保育園非常勤（保育士）
Ｈ17　就農
Ｈ28・5月　農業士
Ｒ3　瑞穂婦人会本部役員
Ｒ4　自衛隊家族会瑞穂支部女性部長

①ブロッコリー、野菜
（ハウス）
②田85a、畑150ａ
③なし
④2人

農地の地用集積・集約化について自ら規模拡大を実施し精
力的に活動している。適正な農地利用の推進に興味があり、
自身の年齢、経験、フットワークの軽さを活かし、地域の発展
に貢献できると考える。

昭和56年9月　兼業就農　現在に至る〈就農歴42
年〉
平成28年3月　有明海自動車航送船退職
平成28年5月　長崎県県南共済組合総代就任
現在に至る
平成31年4月　瑞穂町高田自治会会長就任
令和2年  4月　瑞穂町自治会長会長就任
令和3年  3月　退任
令和3年  8月　農地利用最適化推進委員就任
現在に至る

①水稲、果樹
②田215a、樹園地10a
③なし
④農業労働力：3人

　これまでの経歴・農業経験等から地域の信任を得ている。
専業農業者として、農地の利用集積・集約化について自ら規
模拡大を実践し、精力的に活動している。　地域農業や農家
情報に精通しており、担い手への農地集積や耕作放棄地の
未然防止・解消等、農業委員会業務に貢献できると考える。

昭和47年4月1日　県央消防本部
平成26年3月31日　県央消防本部退職
平成27年4月～平成29年3月　夏峰地区自治会
長
平成29年4月～下夏峰（JA)実行長現在に至る
令和3年8月～農委・農地利用最適化推進委員
現在に至る

①水稲、野菜、果樹
②田17a、畑20a、樹園
地（キウイ）10a
③なし
④２人



推薦の理由 氏名 職業
年
齢

性
別

経歴

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

氏名または
団体・法人名
（代表者名）

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等
の構成
員数

構成員の資
格・要件

　　農業経営の状況
①作目営農類型
② 経営耕地面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農業委員
への推薦・
応募の有

無

担当地区
名

12
岡自治会（会
長　上田美
津男）

- - - - 165世帯 - 山口　秀喜 農業 71 男 無

瑞穂町大
正地区
（古部甲・
乙）

13

三室地区自
治会
（会長　野田
雅昭）

- - -

この会は、区域の住民相互
の連絡、環境の整備、自治
会公民館の維持管理など良
好な地域社会づくりを行うこ
とを目的とする。

150世帯

この会の区
域に居住す
る住民は、
すべて会員
になる資格
を有する

藤里　幸善 農業 70 男 無 吾妻町

14

牛口三・四自
治会（会長
岩永敏和・田
口明正）

- - -

会員相互の親睦を図り、会
員福祉の増進に努力し、関
係官公署各種団体との協力
推進等を行うこと

牛口三
自治会：
85世帯
牛口四
自治会：
90世帯

- 岩永　哲朗 農業 66 男 無 吾妻町

15

黒仁田自治
会（会長　岩
本安則）他1
自治会
日迫正幸（最
適化推進委
員）

- - - - - - 荒平　哲実 農業 60 男 無 吾妻町

16 木田悟他2名 - - - - - - 前田　勇 農業 67 男 無 吾妻町

17
平野輝彦他3
名

- - - - - - 彌富　秀寛 農業 68 男 無 吾妻町

地域農業に詳しく、農地集積・耕作放棄地等の解消及び未
然防止等に適正に対応できるので、農地利用最適化推進委
員として貢献できる方と判断して推薦します。

昭和49年　就農（就農歴49年）
昭和58年　有限会社さかいタクシー入社
平成29年4月　有限会社さかいタクシー退社
平成29年5月　専業農家として就農現在に至る
令和2年4月　田之平自治会長就任
令和3年8月　農地利用最適化推進委員就任現
在に至る

①水稲
②田60a
③なし
④１人

地域農業に詳しく、農地集積・耕作放棄地等の解消及び未
然防止等に適正に対応できるので、農業委員会業務に貢献
できると考える。

平成30年4月就農　現在に至る（就農歴5年）

①果樹
②田4a、樹園地4.8a
③なし
④１人

　当人は、多年に亘り、旧町、市と農業行政に携わり、良くそ
の職にも通じており、特に担い手育成、水田農業の生産調整
等業務にも精通している。また、本農業委員会制度における
農地利用最適化推進委員を、令和3年8月より1期勤められて
おり、本制度の理解者であると考えるものであり、地域の実
績に明るく農地利用最適化推進委員の職務遂行に最適とし
て推薦するものです。

吾妻町役場職員　Ｓ52.4.1～Ｈ17.10.10
雲仙市職員　Ｈ17.10.11～Ｈ27.3.31
雲仙市同再雇用期間　Ｈ27.4.1～Ｈ28.3.31
専業農業従事　Ｈ28.4.1～現在に至る
（兼業農業従事　Ｓ52～　就農歴46年）
その他　吾妻土地改良区理事　Ｈ30.4～
農地利用最適化推進委員Ｒ3.8.1～

①水稲、麦
②田212.9（うち借入地
19.1）a
③なし
④２人

　これまでの農業経験及び自治会活動においても積極的に
参加し、地域の信頼を得ている。

昭和50年　（株）宮崎温泉堂入社
昭和53年　同社退社
昭和54年　就農現在に至る（就農歴44年）

①水稲
②田122a
③なし
④１人

消防団の団長、小学校の育友会役員正副会長など地域の
活動に取り組んできた。中山間において、役員で地域に取り
組み現在　ブロッコリー部会に入り耕作放棄地など開拓をし
て地域に取り組んで来た。

平成17年4月　就農現在に至る（18年）
平成21年　認定農業者に認定
平成22年　黒仁田中山間役員
令和元年　黒仁田実行組合長になる現在に至
る

①露地野菜、ブロッコ
リー、水稲
②田150a、畑200a
③なし
④4人

　これまでの職歴・農業経験等から地域の信任を得ている。
　地域の農業や農家事情に精通しており、担い手への農地
集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会業務に
貢献できると考える。

昭和46年　就農現在に至る（就農歴52年）
平成17年　認定農業者現在に至る
平成20年　農事組合法人雲仙キク生産組合組
合長就任
平成25年4月　三室2自治会会長就任
平成27年3月　三室2自治会会長退任
平成27年4月　守山土地改良区理事長就任
平成30年3月　守山土地改良区理事長退任
平成30年8月　雲仙市農地利用最適化推進委
員就任

①施設園芸（花卉キ
ク）、水稲
②田67a、畑30ａ、樹園
地ハウス30ａ
③なし
④3人



推薦の理由 氏名 職業
年
齢

性
別

経歴

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

氏名または
団体・法人名
（代表者名）

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等
の構成
員数

構成員の資
格・要件

　　農業経営の状況
①作目営農類型
② 経営耕地面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農業委員
への推薦・
応募の有

無

担当地区
名

18

愛津原土地
改良区
（理事長　松
尾文昭）

- - -

農業生産の基盤の整備及
び開発を図り、もって農業の
生産性の向上、農業総生産
の増大、農業生産の選択的
拡大及び農業構造の改善
に資することを目的としてい
る。

164

土地改良法
第３条の資
格を有する
者

西山　八郎 農業 61 男 無 愛野町

19

桃山田土地
改良区
（理事長　町
田一久）

- - -

農業生産基盤の整備及び
開発を図り、もって農業生産
性の向上、農業総生産の増
大、農業生産の選別的拡大
及び農業構造の改善に資す
ること

228
土地所有者
もしくは農地
借受者等

町田　義彦 農業 65 男 無
千々石町
丙

20

桃山田土地
改良区
（理事長　町
田一久）

- - -

農業生産基盤の整備及び
開発を図り、もって農業生産
性の向上、農業総生産の増
大、農業生産の選別的拡大
及び農業構造の改善に資す
ること

228
土地所有者
もしくは農地
借受者等

吉岡　嘉伸 農業 65 男 無
千々石町
甲・乙

桃山田土地
改良区
（理事長　町
田一久）

- - -

農業生産基盤の整備及び
開発を図り、もって農業生産
性の向上、農業総生産の増
大、農業生産の選別的拡大
及び農業構造の改善に資す
ること

228
土地所有者
もしくは農地
借受者等

山本　一也

市役所会
計任用職

員
農業

64 男 無
千々石町
甲・乙

森馬地区実
行組合
（組合長　林
田照光）

- - -
島原雲仙農業協同組合の
団体組織として活動する。

15
水稲等耕作
者

山本　一也

市役所会
計任用職

員
農業

64 男 無
千々石町
甲・乙

22

島原雲仙農
業協同組合
小浜玉葱部
会
（部会長　松
島昭彦）

- - - 玉葱の生産販売 90

ＪＡ島原雲仙
おばま支店
管内の組合
員
玉葱の生産
販売を目的
とし部会の
主旨に賛同
する者

藤本　善平 農業 65 男 無 小浜町

　職歴、農業経験等から地域農業者や認定農業者、JA組合
員の信頼も厚く、平成27年9月より長崎県下ＪＡの玉葱部会
長に就任し、今後も精力的な活動と地域農業への貢献が望
める為。また、今までの経験をいかし担い手の農地集積や耕
作放棄地の未然防止解消等、農業委員会業務に貢献できる
と考える。

昭和53年4月　就農し現在に至る（就農歴45年）
平成30年　農地利用最適化推進委員に就任し
現在に至る
平成21年7月　ＪＡ島原雲仙小浜玉葱部会部会
長就任
平成27年9月　ＪＡ長崎県玉葱部会部会長就任
し現在に至る

①露地野菜及び畜産
②田50a、畑150a
③和牛20頭
④2人

　土地改良事業の推進の一員として地域農家との話し合い
を積極的に進め、土地改良事業への参加の同意に尽力し、
平成28年度には、愛津原土地改良区の役員として農地の利
用集積・集約化を図り、地域の農業経営等に精力的に活動
を行っている。

平成6年5月　株式会社タクショク入社
平成23年12月　株式会社タクショク退社
平成24年1月　就農し現在に至る（就農歴11年）
平成28年5月　愛津原土地改良区理事就任し現
在に至る

①露地野菜及び水稲
②田80a、畑140a
③なし
④２人

　本格的に就農してから18年ですが、団体経歴のとおり地域
農業のために日々ご尽力されています。
　桃山田地域においては、基盤整備を機会に積極的に規模
拡大をめざしています。
　認定農業者であり地元には精通されていて引き続き推進
委員として尚一層の活躍が期待されます。

平成17年1月　専業農家として就農〈就農歴15
年〉
平成19年1月　塩屋馬鈴薯出荷組合長（1年）
平成23年1月　牟田地区営農管理組合長（2年）
平成28年4月　塩屋地区農事実行組合長（2年）
平成29年1月　塩屋馬鈴薯出荷組合長（1年）
平成29年7月　牟田地区営農管理組合長（3年）
平成29年7月　田原地区活動組織副代表（3年）
令和  3年8月～農地利用最適化推進委員

①露地野菜、水稲
②田50a、畑200a
③なし
④３人

　市職員として農業関係を含む行政事務を携わりつつ自らも
水稲を作付けされてきました。
　現在、己地区でも露地野菜（ブロッコリー）を20a作付けされ
ています。
　新規認定農業者としても3年目です。
　地域農業発展に大きく寄与されることが期待されますこと
から、地元実行組合として推薦いたします。

昭和55年  4月　千々石町役場勤務
平成27年  4月　上岳中山間協定集落事務局
平成31年  3月　雲仙市役所退職
平成31年  4月　市役所再任用職員（千々石総
合支所）
令和  2年  4月　小浜地区猟友会会員
令和  3年11月　島原地区保護司会員
令和  4年  4月　市役所会計任用職員（愛の夢
未来センター）

①水稲、露地野菜（ブ
ロッコリー）
②田80a、畑60a
③なし
④2人

　昭和53年共済組合入社以降、長年共済業務にたずさわれ
ました。
　農業共済は、水稲・野菜・果樹・畜産等農業全般にわたり
農業経営を支援する制度です。
　よって、農業各分野において精通され知識経験が豊富であ
ります。
　また、自身も水稲を作付けされています。
　千々石町甲・乙地区は農業経営者が極めて少ない地域で
あり、推進委員として引き続き承諾得ましたことに感謝してい
ます。
　桃山田土地改良区は幅広い観点から推薦します。

昭和53年4月  旧南高北部農業共済組合入社
昭和53年　　就農現在に至る〈就農歴45年〉
令和元年3月  長崎県南農業共済組合退社
令和  3年4月  瀬々尾地区自治会長
令和  3年8月  農地利用最適化推進委員
令和4年4月   民生委員

①水稲
②田26a
③なし
④１人

　旧千々石町・雲仙市職員（退職後も含む）として永年地域
発展のためにご尽力されました。
　永年勤務の中では、農業に関する業務も担当されていて、
うち千々石町時では農業委員会事務局として2年間、千々石
総合支所では市農業委員会支所担当として2年間農業委員
会業務を担当されました。
　よって、農業全般にわたり経験知識が豊富であります。
　自身も水稲・露地野菜を営農されています。
　担当地区は戊・己地区ですがさらに広い観点からの活動が
期待されますことから桃山田土地改良区としても推薦するも
のです。

昭和55年  4月　千々石町役場勤務
平成27年  4月　上岳中山間協定集落事務局
平成31年  3月　雲仙市役所退職
平成31年  4月　市役所再任用職員（千々石総
合支所）
令和  2年  4月　小浜地区猟友会会員
令和  3年11月　島原地区保護司会員
令和  4年  4月　市役所会計任用職員（愛の夢
未来センター）

①水稲、露地野菜（ブ
ロッコリー）
②田80a、畑60a
③なし
④2人

21



推薦の理由 氏名 職業
年
齢

性
別

経歴

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

氏名または
団体・法人名
（代表者名）

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等
の構成
員数

構成員の資
格・要件

　　農業経営の状況
①作目営農類型
② 経営耕地面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農業委員
への推薦・
応募の有

無

担当地区
名

23
林ノ内自治
会（会長　荒
木敏信）

- - - - 34 - 元村　孝太郎 農業 39 男 無 小浜町

24
奥村　正勝
他2名

農業 68 男 - - - 松島　昭彦 農業 57 男 無
小浜町
飛子

25
上脇自治会
（会長　寺田
久和）

- - - - 31 - 金井　吉晴 農業 71 男 無
小浜町
南本町

26
酒井　一徳
他2名

農業 73 男 - - - 増田　知宏 農業 56 男 無
南串山町
甲・乙

27
増田　知宏
他3名

農業 56 男 - - - 本田　健吾 農業 56 男 無
南串山町
丙

28
浅野　政輝
他2名

農業 59 男 - - - 渡部　学 農業 59 男 無
南串山町
谷間川

　これまでの職歴・農業経験等から地域の信任を得ている。
　地域の農業や農家情報に精通しており、担い手への農地
集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会活動に
貢献できる。

昭和57年　就農現在に至る〈就農歴42年〉
平成28年　県立農大教育後援会会長就任
平成30年　農地利用最適化推進委員就任現在
に至る

①露地野菜、水稲
②田20a、畑300a
③なし
④３人

これまでの職歴・農業経験等から地域の信任を得ている。

昭和46年3月　小浜郵便局就職
昭和46年　　  兼業農家として就農
平成31年3月　大村郵便局退職
平成31年4月　専業農家として就農〈就農歴52
年〉

①露地野菜、水稲
②田15a、畑30a
③なし
④１人

　これまでの職歴、農業経験等から地域の信任を得ている。
　認定農業者として、農地の利用集積・集約化について自ら
規模拡大を実施し、精力的に活動している。

昭和59年4月　就農現在に至る〈就農歴39年〉
令和元年7月　JA島原雲仙おばま玉ねぎ部会部
会長就任　現在に至る

①露地野菜
②田9a、畑313a
③なし
④4人

認定農業者として、農地の利用集積、集約化について自ら規
模拡大を実践し、精力的に活動している。

平成25年　就農現在に至る（就農歴10年）

①露地野菜、水稲
②田20a、畑290ａ
③なし
④4人

　地域農業、担い手の農地集積や耕作放棄地の未然防止・
解消等、地域農業の発展に協力したい。

昭和61年　就農現在に至る〈就農歴37年〉
令和2年　農地利用最適化推進委員就任　現在
に至る

①露地野菜
②畑600a
③なし
④農業労働力：　人

　地域を代表する農業者で、後継者も令和元年より就農。
　地域の信頼も厚い、人間的にも素晴らしく、これからの農業
を担っていく人物です。

昭和60年4月　就農　現在に至る〈就農歴38年〉
平成20年4月　椎木川自治会長就任
平成22年3月　椎木川自治会長退任

①露地野菜、水稲
②田40a、畑353a
③なし
④４人



○農地利用最適化推進委員の応募状況（最終公表：令和5年１１月３０日現在）

２．応募の状況

無 愛野町

無 千々石町

3 馬塲　洋二

農業委員
への推
薦・応募
の有無

担当地区
名

1 宮﨑　正秋 農業 73 男

昭和46年4月　竹下建設工業株式会社入社
平成12年3月　竹下建設工業株式会社退社
平成12年4月　就農現在に至る
令和元年8月　農地利用最適化推進委員・委員長就任現
在に至る
平成21年　愛野町八幡自治会長就任（4月）現在に至る
平成29年5月　愛野町自治会長連合会長就任現在に至る
令和2年7月　雲仙市自治会長連合会長就任
令和5年7月　雲仙市自治会長連合会副会長就任現在に
至る

①露地野菜及び水稲
②田150a、畑120a
③なし
④2人

　これまでの職歴また建設業及び農業経験等から地域農
業担い手への農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消
等に取り組み農業委員会活動に少しでも貢献したい。近年
愛野地区においては宅地開発のため農地周辺では営農
者とのトラブル等発生しないように雲仙市・農業委員会・地
域自治会など積極的に取り組み農業発展のため貢献した
い。

受
付
番
号

推薦をする者の情報

氏名 職業
年
齢

性
別

経歴 農業経営の状況 応募の理由

2 城戸　正幸 農業 68 男

昭和50年　就農（稲作）現在に至る
雲仙市消防団第6分団分団長　平成20～3年間
JA島原雲仙千々石町己ノ鍔地区実行組合長平成24～8年
間
木場名地区ヘリ防除組合執行委員長　平成26～現在に至
る
千々石町木場己ノ鍔地区中山間役員　平成28～現在に至
る
千々石町己ノ鍔地区自治会長　令和2～現在に至る

①稲作
②田35a、樹園地0.5a
③なし
④2人

少子高齢化に伴い、荒廃地が目立っている。
魅力ある農業の一助になればと思う。

　前任者からのすすめもあり、地域の農業者も高齢化して
いく中、地域の農業の発展、活性化を目指して取り組んで
いきたい。
　鳥獣被害の増加等により耕作放棄地となり、農地が減少
するなか、放棄地の未然防止・解消等にも積極的に取り組
んでいきたい。

無
小浜町
北野

農業 61 男
平成21年　就農　現在に至る
令和  2年　小浜猟友会会長
令和  4年　長崎県鳥獣保護員

①果樹・水稲
②田1.3a、畑2.7a
③なし
④1人


